
【感動ある学校】 共みがき 【感動できる生徒】

『２学期を振り返る」 校長 小林 英樹

１０月２４日（土）に行われた校内文化祭は、「文化を楽しむ

祭典 ～一人ひとりが主人公～」のスローガンのもと、展示発表

の部、舞台発表の部それぞれに生徒一人ひとりのよさがよく表

れていました。

今年の文化祭は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応

として、運動会に続いて午前中のみの開催といたしました。これ

にともない準備の時間も削減することとなりましたが、子ども

たちは限られた時間の中で、集中して準備を進めていきました。

特に、１年生から３年生までが縦割りのグルーブで取り組んだ、

劇、ダンス、バンド、モザイク画制作は、３年生を中心として、

様々な場面で工夫を凝らし、これまでにない出来栄えであった

と思います。

２学期は、運動会、文化祭と子どもたちにとって大きな行事がありました。子どもたちは、これ

らの活動を通して、係や委員としての役割、クラスの一員としての役割を果たしながら、チームと

して絆を深め、また個々の可能性を発見し、たくさんの思い出づくりができたのではないでしょう

か。特に今年は、コロナ禍での取組であったことを考えると、これらの行事の成果は、子どもたち

にとって大きな自信になったと確信します。

２学期を終えるにあたり、これからの１年に向けて、新しい自分づくりにチャレンジして、より

自信をもって学校生活が送れることを期待しています。
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全校で製作したスローガン



１１月２日（月）に「人権教育に関する参観日」

が開催され、各クラスでは、「ネットいじめ」、

「いじめの傍観者や観衆」、「ジェンダー」など、

「いじめ・思いやり」についての道徳授業が行われ

ました。また、美祢市教育委員会の近藤裕昭先生に

よる講演会が行われ、「いじめについて考えよう」

と題して、「いじめは人権を著しく侵害する行為で

あり、絶対に許されないということ。」、「お互い

が認め合い、尊重し合うよりよい人間関係づくりが

大切であるということ」などについてお話がありま

した。参観日当日は、お忙しい中、ご来校いただ

き、誠にありがとうございました。

（生徒感想文）

「今日の学習で、いじめは身近で起こり、それが大

変なことになってしまう可能性があるということを

知りました。加害者だけではなく、観衆や見て見ぬ

ふりをする人にも悪い点があるということが心に残

りました。」

「いじめをなくすためには、加害者はもちろん、観

衆や見て見ぬふりをする人にもならないようにしな

いといけません。そして、いじめを発見したら、勇

気を出して仲裁者になろうと思います。」

１１月１１日（水）に本校で、「伊佐小中合同ユ

ニット型校内研修会」が開催され、１年生の国語の

授業を、本校の先生方に加え、伊佐小学校の先生方

や学校運営協議会委員の方にも参観していただきま

した。また、山口大学教職大学院教授の池田先生や

大嶺中学校の中本先生にも、授業参観や研究協議に

参加していただき、授業やコミュニティ・スクール

等についてご指導をいただきました。様々な角度か

らご意見やご感想をいただき、多くの学びや発見が

あり、大変有意義な研修となりました。今後も、こ

のような小学校や地域との合同の研修会や行事を通

じてさらに交流を深め、「共みがき」を合い言葉

に、学校・地域・保護者の連携をよりいっそう深め

ていければと思います。

１１月９日（月）～１７（火）の日程で、「伊佐

小中合同あいさつ運動」を伊佐小学校前の沿道で実

施しました。生徒会役員と各学年の当番の生徒が、

小学生と一緒になって、あいさつ運動に取り組みま

した。登校してくる小中学生や通行人の方々に、あ

いさつ運動をアピールできるように、「おはようご

ざいます！」を１文字ずつ書いたプラカードを持っ

て並んだり、「ミネドン」を描いた看板を沿道に固

定して掲示したりするなど、工夫を凝らしていまし

た。中学生が小学生に対して、「こっちに並ん

で」、「小学生と中学生が交互になるようにして」

など、声掛けをしたり、手招きをしたりする姿が見

られ、とても、微笑ましく、頼もしく感じるととも

に、さわやかな気持ちになりました。

１日（火）教育相談３日目

２年ｸﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾊｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

２日（水）職員会議 専門委員会

３日（木）３年三者懇談会１日目

３年租税教室

４日（金）３年三者懇談会２日目

６日（日）美祢市駅伝競走大会(ﾏﾂﾀﾞ試験場)

８日（火）月例集会

１０日（木）生徒会役員選挙

１１日（金）校内推薦委員会

１６日（水）研修職員会議

１８日（金）専門委員会

２２日（火）１・２年保護者会１日目

２３日（水）１・２年保護者会２日目

２４日（木）終業式 生徒会退任任命式

２５日（金）冬季休業開始

２８日（月）公務納め

人権教育に関する参観日 伊佐小中合同ユニット型研修会

学校だよりへのご意見・ご要望等がございましたら、

伊佐中学校までお願いします。

美祢市立伊佐中学校 教頭 冨工
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１２月の行事予定

伊佐小中合同あいさつ運動


